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健康広場

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

皆さんは、年を重ねるにつれて、心身の機能低下を感じること
はありませんか？
　人生 100 年時代を迎えた今、健康で長生きをするためには、
一人一人が日常生活をより充実させ、地域で生き生きと暮らし
ながら、介護予防に取り組むことが大切です。

　１ 介護予防とは
　できる限り介護が必要な状態にならないように、高齢者一人一人が自身の健康増進について意識を持ち、必要
な情報を集め、健康の維持・増進に向けた取り組みなどを主体的に行うことです。
　年齢を重ねると、さまざまな生活上の課題が出てきます。介護が必要な状態を防ぐだけでなく、現在介護を受
けている人の状態の改善や維持、悪化を遅らせるためにも、介護予防の取り組みが重要です。

　２ 誰にでも訪れる機能低下、どのように予防するのか
①体操やレクリエーションへ参加し、運動機能の向上を図る
②口腔体操や、よく噛んで食べることで、口腔機能（噛む・飲み込む）を
改善する
③人との交流や運動を行い、口腔機能を整えることで認知機能低下を予防
する　
④バランスの良い食事を心掛け、栄養状態を改善する
⑤喫煙や飲酒を控える
⑥睡眠時間を確保する、眠りと目覚めのメリハリをつけるなど、睡眠を改
善する
⑦気分転換、考え方を工夫する、相談するなどストレス対策を行う
⑧生活習慣病を予防する
など
　市は介護予防事業として、運動教室や男性の料理教室、運動機能向上・栄養改善・認知症をテーマにした健
康寿命向上セミナー、認知症介護予防講演会などを行っています。
　また、サロンやデイホームなどの集まりの場で、シルバーリハビリ体操を行っています。

　３ 地域の集まりの場に参加しましょう
　高齢者をはじめとした地域住民が、主体的に活動している集まりの場で、多くの介護予防事業が行われています。
集まりの場での介護予防に参加することで、次のような効果があります。
　いつまでも自立した生活を送るために、元気なうちから介護予防を行いましょう。

【集まりの場での介護予防の効果】
●楽しみや生きがいを見出すことができる　　　●生活にメリハリが生まれる　　●孤立防止につながる
●人と話すことで認知機能低下の予防になる　　●体を動かすことで転倒予防になる

やって得する介護予防やって得する介護予防！！
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10 周年に感謝！
　道の駅たかの10周年大感謝祭・6/3～ 4

　道の駅たかので、同施設の開業 10 周年を
記念した大感謝祭が開催され、２日間で約
１万５千人が来場しました。
　初日のオープニングでは、紅白餅まきが行
われた後、関係者による記念植樹が行われ、
敷地内の芝生スペースに市の花であるサクラ
を植え込みました。
　会場では、広島県ご当地ヒーローの「安芸
戦士メープルカイザー」のショーや、広島県
警察音楽隊のコンサートなど、盛り沢山のス
テージイベントが２日間にわたって行われ、
子どもから大人までイベントを楽しみまし
た。
　敷地内には、市内出荷者や県内外「道の駅」
の販売ブース、除雪車やパトカーなどの働く
乗り物コーナーが設けられ、多くの人でにぎ
わいました。
　出荷者協議会の青

あ お さ い

才竜
り ゅ う じ

二会長は「特産品づ
くりに取り組んできた中、G7 広島サミット
で比婆牛やりんごジュースなどの庄原産食材
が提供されたのは誇らしいこと。これからも、
道の駅を拠点に農産物を通して多くの人と交
流を深めていきたい」と話しました。
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▲メープルカイザーのヒーローショー ▲広島県警察音楽隊の演奏

▲働く乗り物コーナー ▲にぎわう店内

西田さん（左）、松村さん（中央）、松本さんのトークショーステージイベントの様子（庄原永江太鼓）
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市民会館のこけら落とし
庄原市民会館リニューアルオープン記念フェスティバル

生涯
学習課
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ヒバゴンの証拠！？をお披露目 田植えの「今」と「昔」を体験
　ヒバゴンの足跡石膏型お披露目会・5/26 　総領小学校田植え体験・5/25

　備後西城駅で、ヒバゴンの足跡石膏型のお披露目会
が開催されました。このイベントは、これまで庄原警
察署に保管されてた足跡石膏型が、このたび西城町観
光協会へ寄贈されたことを記念し開催されました。
　ヒバゴンの足跡は、縦 21 センチ、幅 13 センチで、
プレートに「採取年月日 昭和 45 年 12 月 16 日」「採
取場所 比和町 吾妻山 池の原雪中」と刻まれています。
　当日は、Ｕ

ユ ー マ

ＭＡ研究家の中
な か ざ わ

沢健
たけし

さんをゲストに迎え、
ヒバゴンが目撃された当時の西城町役場類人猿相談係
の恵

え ぎ

木剋
か つ ゆ き

行さん、神戸大学探検部長として現地を調査
した大

お お い そ

磯ユタカさんによるトークショーが行われまし
た。観覧者は「思ったより小さな足跡で驚いた。ヒバ
ゴンでまた地域がにぎわってほしい」と話しました。

　総領小３・４年生 10 人が、毎年恒例となっている
田植え体験に参加しました。
　最初に、児童は最新のＧＰＳが搭載された田植え機
を体験。８条植えの大きな田植え機が自動で動き、あっ
という間に作業が進んでいく様子に、驚いている様子
でした。
　続く、手植え体験では、裸足で田んぼに入り「気持
ちいい」「冷たい」「カエルがいた！」などと、田んぼ
の泥や生き物に触れながら、少しずつ苗を植えていき
ました。
　秋には、収穫体験も行われる予定で、児童は「一生
懸命植えたので、お米がたくさんできてほしい」と苗
の生長を楽しみにしていました。

認知症を知ってもらう 爽やかな緑の中でウオーキング
　「ロバ隊長」のぬいぐるみを作成 　帝釈峡新緑！ウオーク・6/10

「認知症サポーターキャラバン」のマスコット「ロ
バ隊長」のぬいぐるみが、市内有志の７人により作成
されました。ロバ隊長には、認知症になっても安心し
て暮らせるまちづくりの実現のため、「ロバのように
急がず、しかし一歩一歩着実に進んでいこう」という
意味が込められています。

今回は、梶
か じ か わ

川美
み ち こ

智子さん、栗
く り は ら

原辰
た つ え

枝さん、田
た ま る

丸秀
ひ で こ

子
さん、原

は ら だ

田瑞
み ず こ

子さん、廣
ひ ろ た に

谷孝
た か こ

子さん、福
ふ く な が

永比
ひ と み

登美さん、
藤
ふ じ つ な

綱瑞
み ず え

枝さんが、15 体のぬいぐるみを作成しました。
完成したぬいぐるみは、高齢者福祉課や各支所、認

知症に関する図書の巡回展示などに設置し、認知症に
ついて興味を持ってもらうきっかけとして活用されて
います。

国の名勝指定 100 年・国定公園指定 60 年を記念し、
帝釈自治振興区と新坂自治振興区が主催する、「帝釈
峡深緑！ウオーク」が開催されました。

当日は、休暇村帝釈峡から帝釈川ダムまでを歩く、
往復約 6.5 キロの「帝釈川ダム探訪コース」と、帝釈
第一駐車場から素

そ う め ん

麺滝までを歩く、往復約 5.5 キロの
「帝釈川雄橋清流コース」の２コースで開催され、合
わせて 100 人が参加しました。

帝釈川ダム探訪コースでは、参加者がダム管理所の
職員から説明を聞いた後、岸壁の回廊を通り、ダム
の上に到着。100 年前の完成当時「日本で最も高い」
と言われた帝釈川ダムからの、普段はなかなか見られ
ない眺めを楽しみました。

▲庄原中学校での巡回展示▲完成したぬいぐるみ ▲ダムへ降りる参加者
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100周年を前ににぎわう駅前比和の歴史・文化が評価 登山シーズンが到来！
　第 20 回庄原駅前フェスタ・5/27 　比婆山山開き・5/28　吾妻山山開き・6/4　「夢街道ルネサンス」認定証授与式・6/4

　本年 12 月８日に開業 100 周年を迎える備後庄原
駅周辺で、庄原駅周辺地区まちづくり協議会主催の「庄
原駅前フェスタ」が開催されました。
　庄原駅前フェスタは、備後庄原駅周辺のにぎわい創
出のため年２回開催され、今回で 20 回を迎えました。
　当日は、駅前公園で庄原幼稚園や庄原中学校吹奏楽
部などによる発表が行われました。また、会場には鉄
道おもちゃ展、働く乗り物コーナー、鉄道グッズの販
売などもあり、親子連れをはじめたくさんの来場者で
にぎわいました。
　同協議会では、今後も駅周辺を盛り上げていくため、
さまざまなイベントを実施する予定です。

　比和全域が、「水源靈
れ い い き

域・比和ゆめ街道」として「夢
街道ルネサンス」に認定され、認定証授与式がかさべ
るでで行われました。夢街道ルネサンスは、歴史や文
化を今に伝える中国地方の街道を認定地区として、夢
街道ルネサンス推進会議が認定しています。
　比和は、古代から出雲への往来路があり、宿場町と
して発展してきたほか、カンナ流しで作られた棚田が
見られ、比和牛供養田植などの文化が伝えられていま
す。これらの伝承活動を、地域ぐるみで行ってきたこ
とが評価され、今回の認定となりました。
　当日は、比和ゆめ街道ネットワークの若

わかばやし

林隆
た か し

志代表
に認定証が授与され、会場は喜びで包まれました。

　本格的な夏山シーズン到来を前に、登山の安全を祈
願する山開きが、比婆山と吾妻山でそれぞれ開催され
ました。
　「比婆山山開き」では、古くから続く神事「比婆山
夏山祈願祭」をはじめ、西城町神楽愛好会による神楽
の奉納、地元バンドの演奏、ヒバゴンとのじゃんけん
大会などが行われました。また、「比婆牛」を使用し
た限定弁当のほか、ゴギの塩焼きやどぶろくなど、西
城ならではの美味しいグルメも提供され、会場は多く
の来場者でにぎわいました。
　さらに、当日は「比婆山国際スカイラン」も同時開
催され、選手は新緑のブナの森を駆け抜けました。選
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▲認定証授与式を終え記念撮影 ▲コースを駆け抜ける選手（比婆山山開き 比婆山国際スカイラン）▲庄原幼稚園園児の発表 ▲神楽を鑑賞する来場者（吾妻山山開き）

▲当時の様子を話す恵木さん（左）と中沢さん（中央）、大磯さん ▲一列になり苗を植える児童

手は、「きれいに整備された登山道のコースで、景色
に癒やされながら気持ちよく走れた」と話しました。
　「吾妻山山開き」では、広島県指定無形民俗文化財
の「比婆斎

さ に わ

庭神楽」が奉納され、貴重な神楽を一目見
ようと、神楽ファンや登山客が訪れました。
　会場では、比和産品のプレゼントや販売、米すくい
などのイベントも行われ、来場者は「吾妻山の自然の
中で食べた、ごはんやヤマメの塩焼きは格別だった」
と満足そうに話しました。
　また、比和自然科学博物館主催の「吾妻山の草花ウ
オッチング」が同時開催され、参加者はアカモノやタ
ニウツギをはじめとした貴重な植物を観察しました。


